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上野有理 (東京大 ･院 ･総合文化)
-対応者 :友永雅己
ヒト母子との比較を目指し,チンパンジー母子 1
ペアを対象に,食物を介した母子間交渉の発達を検討
した.具体的には,参与観察場面において,実験者が
チンパンジーの母親に食物を渡し,その後みられる母
子間交渉を観察･分析した.子どもが10ケ月～1歳 11
ケ月齢までと,2歳～2歳 11ケ月齢までの交渉を比較
したところ,母親から子ども-食物が受け渡される頻
度や,子どもの発声頻度に相違のあることが明らかに
なった.母親から子ども-の食物の受け渡しは,2歳齢
以降でより頻繁に観察された (chi･squ∬etest;p<0.05).
また母親との交渉場面において,子どもは2歳齢以降,
より頻繁にフィンパーを発声 した (Fisher'sexact
probabilitytest;p<0.01).食物を介した交渉場面でのフ
ィンパー発声は,要求行動の 1つといわれている.罪
声頻度が増加した 2歳齢以降において,発声のない場
合に比べ,ある場合により頻繁に食物が受け渡される
かを検討したところ,発声のある場合は75%,発声の
ない場合は57%の割合で受け渡しがみられたが,有意
差はなかった (Fisher'sexactprobabilitytest;p-0.26).
さらなる分析により,発声のさいの子どもの視線方向
や,発声後の子どもの行室臥 それに付随す考食物の受
け渡しの有無が,時系列的に変化することも示唆され,
フィンパー発声の機能を検討するためには,′より多角
的な分析が必要と考えられた.
10Colobinaeにおけるシセンキンシコウの社会構造の
特徴と由来
和田一雄
対応者 :渡逸邦夫
Onemaleunit(OMU),band,almalegroupからなる
herdはアジアに分布するColobinaeの中でどのような位
置付けになるのかを検討した.すなわち6-9つのOMU
からなるbandはほかのbandと緩やかな社会関係を保
ってmulti-bandを形成する.それはal1malegroupとオ
スの出入りを通して社会的関係を結び,herdとなる.
このような重層構造はわれわれが調査しているシセン
キンシコウ (Rhinopithewcusroxelana)でだけ知られて
いる.
アジアにはColobinaeが30種生息するが,そのう
ち社会構造に言及されている11種類を概観すると,全
部の種類がOMUとallmalegroupを有する.そのうちテ
ングザルとキンシコウ4種はさらにbandを形成する.
アジアのColobinaeはlateMioceneにヨー ロッパからシ
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